施設処遇会議　議事録

H20.8.18　13:30～15:00

　　　　　　　　　　　　　　　　　　青山荘地域交流室

　　　　　　出席者：清水S.G.M・三浦・馬渡・小坂・原・中村・青山

　　　　　　　　　　出貝、上平

（欠席者：千葉Ｃ.O.O・長谷部A.O.M・秋山S.G.M・）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記　録：上平

議題

１：伊藤　雄一　様（青山荘入所者様）の処遇について

２：奥山以依子　様（青風荘入所者様）の処遇について

３：平　　康子　様（青明舎利用者様）の処遇について

１：伊藤　雄一　様（青山荘入所者様）の処遇について

病名：統合失調症　

　＜問題点＞

1 生活リズムの不安定さ

介入方法→・生活リズムが過度に崩れないように、宿直職員は定期的に見回りし、21時までは起きていただくように促す。

　　　　　　　　・消灯後の活動が目立つ場合には、主治医に情報提供するとともに、生活リズムについても本人と面談を行う。

2 金銭管理

介入方法→・定期的に面談を実施し、本人が記載している小遣い帳を確認していく。

・退所に向けて生活管理を行っていく意識付けを図る。

　　　　　　　　

3 自分の考えだけで行動してしまう

介入方法→・本人には、様々な知識があるという長所がある反面、その知識を活かし行動しようという気持ちが強く、相談したり他者の意見を聞き入れることなく自分の考えだけで行動する為、それが他者への迷惑行動につながっている。

・問題があった場合には、本人になぜ問題となっているのか、どのような行動を本人がとっているのかを説明し、一方的な批判にならないように注意しながら改善を促す。　　　　　　　　　　

・本人が他者の行動や意見に賛同して自分の行動を変えれた場合、その事を職員が評価して本人に返す事で、本人の問題点の改善へと繋げてゆく。このようなチームアプローチを実施していく。　　　　　　　

　＜評価＞

11月で青山荘の入所期限が切れるが、本人は単身生活に不安があり延長を希望している。浪費が多く年金内での生活ができていない事、生活リズムの不安定さから退所しても単身で生活していくには問題点が多くある。生活リズム安定の為、何時に起きたのか自己申告してもらい､他者や職員からのデータ－を添えて主治医に報告していく。金銭管理は退所に向けての生活管理を行なって行く意識が無く､短期間で多額に使ってしまう為、月の小遣いの金額を決め、通帳は職員管理とする。これからは単身生活を送る為の問題点を本人に明記し、優先順位をつけて、ゴールを設定していき、問題点を改善へと繋げて行く。その後本人を含めて面談し、今後の方向性を提示して本人を支援していく。また、関係機関と連携を図り情報共有を徹底する。

２：奥山以依子　様（青風荘入所者様）の処遇について

病名：統合失調症　

　＜問題点＞

①　体重・体脂肪過多（1度に多量に食べる。食後、すぐ間食する。）

介入方法→・主食を一口、残して摂る事を提案し、その必要性を本人に分かりやすい言葉で繰り返し説明する。

・夕食後すぐ、間食している為、夜は摂らないよう促し、朝や日中にするよう指導していく。

・毎朝、6時半からのラジオ体操を継続して頂く。

・健康プログラムを通して間食の摂り方や肥満から起こる、合併症について学習していく。

②　保清や衣類調整が上手く出来ない（洗髪がきちんと出来ない。）

介入方法→・入浴の際はその都度声をかけて見守り、出来ていない時は説明しながら介助する。

・場所や季節に、その衣類で合っているのか、本人に確認を促し、難しい場合はアドバイスや介助をする。

　　

＜評価＞

　　1度に多量に食べても、満腹感が得られない体質のようで、スタッフの声かけにより食事制限していく。青風荘の健康プログラムを通して体脂肪が高値であることを分かりやすく説明し、間食カロリー計算をして食生活を見直していただくとともに、肥満からくる合併症について学習していく。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

保清面では洗髪が出来ない為その都度声をかけて見守り、出来ていない時は説明しながら介助していく。これ以上の向上は難しい為、現状維持で見守っていく。

３：平　　康子　様（青明舎利用者様）の処遇について

病名：統合失調症　　　合併症：糖尿病

　＜問題点＞

1 各種申請手続き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

介入方法→・青明舎訪問時には必ず本人へ申請通知等の郵便の有無を確認する。申請書記入は本

人と一緒に１項目ずつ確認をしながら、本人が１人で自信を持って行う事が出来る

部分まで支援を行う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・申請内容や通知内容を本人が理解できずにいる場合には、分かりやすく説明を行い、不安の軽減を図る。
・必要時には本人の了承を得た上で代行手続きや確認電話を行い、内容についても本人へ説明を行う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・不安から身体不調等ある場合には外来・病院ＳＷ・通所・世話人と情報共有を行う。

　　　　

2 体調・食事管理
介入方法→・血液検査結果や体重について定期的に本人・外来ＮＳ・カルテを確認し、医師から受けた指導内容について把握し、生活状況や体調の確認を行う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・食事内容については世話人へも確認を依頼し、必要な指導・助言を行っていただく｡・

・高血圧による頭痛時には訪問しバイタル測定実施。安静を伝え、各関係機関へも情報提供を行う。必要時には病院受診を行う。

3 自室の整理

・自室確認時には継続して事前に自室の清掃を行うよう促し、自主的に整理を行っていた場合には評価する。

・整理の仕方についてその都度アドバイスを行い、時間をみて一緒に整理や洗濯を行う。

介入方法→・世話人訪問時にも適度に自室確認を行い、室内の状態を確認し、清掃を促す。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＜評価＞

各種申請の手続きは青明舎加入で不安を取り除いていき、申請内容、通知内容を理解できない時

は分かりやすく説明し､時には代行手続きを行ない、不安を軽減していく。

体調･食事管理では血液検査の結果数値が悪化している為､改善が見られないときには自炊は控て

いただき､青山荘の食事利用に移行していく事を伝えていく｡高血圧が原因で頭痛やだるさ等身体

調の訴えや多発汗が見られる時は、バイタル測定を行ない、安静を促して、関係機関に情報提供

していく。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

自室の整理については世話人が訪問した際に自室確認を行い、室内の状態を確認し、清掃を促す。整理の仕方についてはその都度アドバイスを行い、時間をみて一緒に整理や洗濯を行う。

